
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

 子どもの頃から忘れることができない、クリス

マスの時期に読む、僕の好きな本を紹介するため

にこの手紙を書いています。チャールズ・ディケ

ンズが、僕を含め、たくさんの子供たちの心を動

かすために選んだ『クリスマスカロル』という本

です。スクルージは、ケチで頑固な金貸しで、ク

リスマスとそれの持つ価値（喜びや愛、助け合う

気持ち）を憎んでいます。  

 クリスマスイブの夜、3人の幽霊が彼のもとを

訪れ、彼を過去への旅に連れていきます。そして

彼は、彼の現在の人生で犯している過ちを見、そ

の態度を変えなければ訪れる将来を見ることにな

ります。クリスマスの日の夜明け、スクルージは

皆が知っている以前のケチな老人であった彼とは

全く異なる人になっていたのです。 

 僕が思うのは、愛と思いやりのお祝いとしての

クリスマスの心は、一年を通して人間の間の関係

に存在するべきだと思いますし、また僕達の住む

困難な時代においては助け合いの気持ちも持つべ

きだと思うのです。すべての子ども達は、僕がお

母さんに助けてもらうときに感じているような幸

せを感じる必要があります！！ 

 

愛を込めて 

あなたのミルティアーディス 


